
小学校の見学学習や縄文人体験会では、2,500名を
超える子供たちのガイドや体験サポートをしました
①②。外部講師を招いてのオープンカレッジも盛況
でした③。土偶作りワークショップでは力作が光り
ます④。じょーもぴあ宮畑の南にそびえる高松山、
峨嶁山へのフィールドワーク。周辺の文化財も気に
なります⑤。館外研修は高畠町から米沢方面でした。
うきたむ風土記の丘考古資料館で記念写真⑥。一年
を通しての研修テーマは縄文の食です。今年はトチ
の実の灰汁抜きに挑戦しました。皮をむいて石皿で
粉にし、縄文土器を使って灰汁抜きしました⑦。

じょーもぴあ・遺跡の案内人この１年
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　台畑遺跡は、市道北沢又・丸子線沿いにある福島商業高校の北側に位置す

る弥生時代～中世の遺跡で、松川と八反田川の河間地の河岸段丘、谷底平野、

旧河道が重合した複雑な地形を利用した遺跡です。

　昭和６３年～平成元年の宅地開発により発掘調査が実施され、弥生～平安

時代の土器や平安時代の竪穴住居・掘立柱建物跡、奈良時代の窯跡等ととも

に水田跡が見つかりました。水田跡は７面重なっており、一番下から見

つかった水田跡が弥生時代のものです。この水田は弥生時代中期（今か

ら約 2,000 年前）の福島市最古の水田跡に位置づけられますが、残念な

がら住居跡等は見つからず、この水田を営んだ集落については、よくわ

かっていません。

　弥生時代の水田跡は３２条の畦畔によって３３面に区画され、それぞ

れの区画は方形を基本とするものの三角形や不整形のものも見られま

す。１区画の広さは、最大１１．３㎡から最小１．９３㎡までばらつき

がありますが、現代の水田から見ると極めて小さな区画です。当時の水

田の耕作の仕方や水の管理の仕方などから、小規模水田であったと考え

られます。

　しかし、後世になると台畑地区にも大きな水田の跡が出現し、稲作に

対する古代人の魂を見せています。弥生時代の人々が始めた稲作は次第

に拡大し、阿武隈川周辺に古墳文化の花を咲かせるその原動力となって

いくのです。

　「弥生時代の遺跡」はこの２４号で一区切りとします。次号からは「古

墳時代の遺跡」を連載します。引き続きご愛読ください。

　最近のＡＩ（人工知能）の進化は、私達に便利な生活と素晴らしい夢を与えてくれます。その反面、世

界のどこかでは今日も紛争が絶えず、国内においても信じられないような事件が起きて、連日マスコミ

をにぎわせて私達を不安にさせていることも事実です。それ故に、不便でも皆で支え合い争いもなく、

素晴らしい土器や土偶を作り、感謝の気持ちを持って自然の中で穏やかな生活を送っていたであろう縄

文時代にあこがれてしまうのです。（慶子）

編集後記編集後記

大鳥城跡大鳥城跡
～発掘調査から見た舘の山の歴史～古代・中世編～

期間　平成29年12月9日（土）～平成30年4月2日（月）

場所　じょーもぴあ宮畑　体験学習施設展示室

大鳥城は源義経の従者佐藤継

信・忠信兄弟で有名な信夫庄

司佐藤氏の居城と伝えられて

います。今回の展示では、こ

れまでの発掘調査成果に基づ

き、福島市の歴史の中での大

鳥城の歴史を概観します。

講師　菅野　崇之氏（福島市振興公社文化財調査室）

日時　平成 30 年 3 月 18 日（日）
　　　　　　　　午後１時 30 分～ 3時

場所　じょーもぴあ宮畑体験学習施設　　　　
定員　８０名（申し込み不要）

参 加 費 無 料

展示構成

古代の館ノ山

中世の館ノ山Ⅰ

中世の館ノ山Ⅱ

信夫佐藤氏の時代
　～１２～１３世紀の福島～

大鳥城を掘る！　大鳥城を掘る！講演会

関連事業

福島市の遺跡 弥生時代編

第2１回　台畑遺跡（福島市丸子）
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高台

水田（旧河道）

高台

水田（旧河道）

高台からは平安時代の集落が、旧河道からは
平安時代と弥生時代の水田が見つかっています。

旧河道に作られた、弥生時代の水田の形がよく
わかります。
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月
10

月
11

月
12

４月土笛づくり／凧作り　５月弓矢王選手権／エコバッグ作り／縄文人体験会　６月土偶作り／縄文人体験会
ハープ王子がやってきた　７月福島エコ探検隊／縄文土器づくり／夏まつり／アートボックス作り　
８月夏の星座早見盤づくり　９月オープンカレッジ／福島応援人形劇公演／縄文土器づくり／秋まつり
／うさぎの土笛づくり　10 月オープンカレッジ／藍染体験／縄文人体験会　11 月縄文鍋まつり／オープンカレッジ
／宮畑ウォーク／縄文タペストリーづくり／縄文リースづくり　12 月キャンドルシェード作り／干支のスタンプづくり　
１月親子で凧づくり／鬼のお面づくり　２月縄文ポシェット作り／縄文風ひな人形づくり　３月フィールドワーク　
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明
治
維
新
と
教
育

　

今
年
は
明
治
維
新
か
ら
1
5
0
年
に
あ
た
る
。
慶
応

3

年
1
2

月
（
1
8
6
8

年
1

月
）
、
「
王
政
復
古
」

の
大
令
に
よ
っ
て
幕
府
が
廃
止
さ
れ
、
天
皇
を
頂
点
に

置
く
政
府
組
織
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
へ
と
世
の
中
は
一
新
さ
れ
、
西
洋
文
化
を

取
り
入
れ
近
代
化
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
時
に
、「
富
国
強
兵
」
が
明
治
日
本
の
合
言
葉
に
な
っ

た
。
国
を
守
る
た
め
、
工
業
を
発
展
さ
せ
、
教
育
を
充

実
さ
せ
る
学
制
が
敷
か
れ
、
西
欧
化
と
い
う
国
家
の
大

方
針
の
も
と
、
自
然
科
学
の
分
野
で
も
広
く
西
欧
の
学

問
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
日
本
に
人
類
学
や
考
古

学
と
い
う
学
問
を
起
こ
し
日
本
の
歴
史
を
大
き
く
塗
り

替
え
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
後
は
多
く
の
藩
に
お
い
て
教
育
改
革
が
企

画
さ
れ
、
学
校
制
度
お
よ
び
教
育
内
容
の
近
代
化
が
進

め
ら
れ
た
。
明
治
5
年
（
1
8
7
2
）
に
は
、
日
本
最

初
の
近
代
学
校
制
度
に
関
す
る
基
本
法
令
で
あ
る
学
制

が
敷
か
れ
た
。
旧
幕
府
か
ら
継
承
さ
れ
た
昌
平
学
校
・

東
京
開
成
学
校
・
東
京
医
学
校
の
3
校
を
統
合
し
東
京

大
学
が
創
設
さ
れ
、
旧
昌
平
学
校
系
を
中
心
と
す
る
官

立
教
育
機
関
構
想
が
生
ま
れ
「
大
学
」
と
改
称
さ
れ
て

い
く
。
多
数
の
外
国
人
教
師
を
雇
い
入
れ
て
日
本
人
学

生
に
近
代
的
学
問
を
教
え
教
育
の
充
実
が
進
め
ら
れ
た
。

モ
ー
ス
と
大
森
貝
塚

　

ま
た
、
日
本
で
は
じ
め
て
鉄
道
が
新
橋
＝
横
浜
間
に

開
通
し
た
の
も
明
治
5
年
の
こ
と
で
あ
る
。
神
奈
川
湊

の
対
岸
に
あ
る
横
浜
村
に
港
湾
施
設
や
居
留
地
を
つ
く

り
開
港
し
た
た
め
、
鉄
道
は
横
浜
が
起
点
と
な
っ
た
。

馬
車
と
ち
が
っ
て
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
大
量
、

迅
速
か
つ
確
実
に
輸
送
し
、
移
動
で
き
る
鉄
道
は
交
通

事
情
を
一
変
さ
せ
た
。

　

明
治
1
0
年
4
月
東
京
開
成
学
校
お
よ
び
東
京
医
学

校
を
合
併
し
て
、
東
京
大
学
と
称
す
る
旨
の
布
達
が
発

せ
ら
れ
、
東
京
大
学
が
創
設
さ
れ
た
そ
の
直
後
の
7

月
、

ア
メ
リ
カ
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス

が
初
代
の
動
物
学
の
教
授
に
就
任
、
来
日
。
こ
の
東
京

へ
の
第
一
歩
が
大
森
貝
塚
の
発
見
・
発
掘
と
な
り
日
本

の
考
古
学
・
人
類
学
の
夜
明
け
と
な
っ
た
。
東
京
大
学

と
の
契
約
は
明
治
1
0
年
7
月
か
ら
2
年
間
、
月
給
は

3
5
0
円
（
当
時
日
本
人
教
授
は
1
0
0
円
）
で
あ
っ
た
。

　

お
雇
い
教
師
と
し
て
日
本
へ
赴
任
し
て
き
た
モ
ー
ス

は
、
明
治
1
0
年
（
1
8
7
7
）
6
月
1
7
日
夜
横
浜

港
に
つ
い
て
一
泊
し
、
翌
朝
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。
横

浜
か
ら
新
橋
は
三
分
の

一
が
海
上
の
上
に
築
堤

を
築
き
鉄
道
が
敷
か
れ

て
い
る
の
で
、
車
窓
か

ら
は
海
岸
線
の
眺
め
が

良
く
、
陸
側
は
は
じ
め

て
見
る
日
本
の
田
園
風

景
が
続
き
、
の
ど
か
な

景
色
を
満
喫
で
き
た
。

大
森
駅
を
発
車
し
て
ほ

ど
な
く
、
左
手
の
線
路
沿
い
の
崖
に
白
い
貝
殻
が
点
々

と
露
出
し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
。

　

モ
ー
ス
は
そ
れ
が
貝
塚
で
あ
る
と
直
感
し
た
。
そ
れ

は
、
車
窓
か
ら
多
く
の
日
本
人
が
目
に
す
る
光
景
だ
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
誰
も
気
に
留
め
る
者
は
な
く
、
勿
論

古
代
人
が
貝
を
捨
て
堆
積
し
た
跡
だ
と
も
思
わ
な
か
っ

た
。
鉄
道
工
事
で
も
多
く
の
関
係
者
が
直
接
身
近
に
接

し
て
き
た
が
、
誰
一
人
気
に
せ
ず
見
過
ご
し
て
き
た
。

日
本
で
最
初
の
発
掘
調
査

　

大
学
に
着
任
し
て
3
ヵ
月
後
の
9
月
、
東
京
大
学
理

学
部
動
物
学
の
助
手
と
生
徒
を
ひ
き
つ
れ
て
、
大
森
の

現
場
に
出
向
き
、
線
路
わ
き
の
崖
に
あ
る
貝
塚
の
発
掘

に
着
手
、
埋
も
れ
て
い
る
貝
殻
を
掘
り
起
こ
し
て
多
く

の
土
器
や
土
偶
、
石
鏃
等
を
得
た
。
こ
れ
が
日
本
に
お

け
る
最
初
の
考
古
学
的
発
掘
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
土
器

を
分
類
し
た
と
き
、
モ
ー
ス
は
土
器
の
面
に
つ
い
て
い

る
縄
目
の
紋
様
が
ど
の
土
器
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
、
こ
れ
ら
を
索
文
土
器
（c

o
r
d
 
m
a
r
k
e
d
 

p
o
t
t
e
r
y

）
と
名
づ
け
た
。
縄
文
土
器
の
誕
生
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
後
に
日
本
人
の
学
者
が
い
ろ
い
ろ
な
日
本
語

に
訳
し
た
が
、
そ
の
中
の
一
つ
で
白
井
光
太
郎
と
い
う

学
者
が
訳
し
た
「
縄
紋
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
、
後

に
「
縄
文
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
維
新
と

文
明
開
化
に
よ
る
ひ
と
り
の
ア
メ
リ
カ
人
教
師
の
来
日

と
い
う
偶
然
が
、
日
本
の
歴
史
と
考
古
学
に
計
り
知
れ

な
い
影
響
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
游
行
子
）

連載コラム　縄文の小径連載コラム　縄文の小径

　展示室　「縄文時代の人と地域のつながり」は地域間の交流や物流をテー

マにしており、中心になるのは宮畑遺跡から出土した「アスファルト」です。

福島県内ではアスファルトは産出しないため、新潟～秋田の日本海沿岸で産

出する天然のアスファルトがはるばる宮畑の縄文村まで運ばれてきたものと

考えられます。縄文時代には、アスファルトは主にその粘性を利用して接着

剤として、鏃を矢柄に固定するときなどに使われたり、あるいはその黒さを

利用して絵具のように使われたりし

ていました。

　もちろん、天然のアスファルトは油田から採取してそのまま使

えるとは限りません。ゴミを取り除いたり、煮詰めたり様々な工

程が必要な場合もあります。アスファルトが宮畑の縄文人の手に

渡るまでには、様々な段階で様々な人の手を経ていたものと考え

られます。アスファルトの小さな塊一つに、どんなドラマが秘め

られているのでしょうか。ぜひ、実物を見に来てください。

　

展示案内　⑧

第
四
回　

縄
文
時
代
は
、
偶
然
、
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た

大森貝塚の報告書でモースが表した縄文土器の
実測図（岩波文庫『大森貝塚』より）

に つ

かたまり

ざい

さ
く
も
ん

ど
ぐ
う

せ
き
ぞ
く

じ
ょ
う
も
ん

も
ん
よ
う

き
ょ
り
ゅ
う
ち

ねんせい せっちゃく

やじり やがら

宮畑遺跡で見つかった縄文時代後期
（今から約 3,500 年前）のアスファル
トは直径 6.5ｃｍほどの小型の土器に
詰められていた。


